
SDGｓバンブープロジェクト
事務局：一般社団法人九州循環共生協議会

1つのテーマ (竹やぶ
問題) を通して取組む
[本業連動型SDGs]

事業のご案内

持続可能な里山開発

・CO2削減（Scope3）
・SDG Compass準拠のレポート



【目的】持続可能
な里山への変革

【手段】持続可能な
開発３側面の調和

【パートナーシップ】

生物多様性・土砂崩
れ対策・小規模製造
業拡大(地方活性化)　

環境社会課題解決の
為、どのように経済と
して取組めるか　

プレゼン内容

私たちは、⽇本の⾥⼭の環境社会課題を解決するという
明確な⽬的の為に活動しています。

9.3 11.5 15.8 12.4 15.a 17.17

調達の改善への貢献

①CO2削減（Scope3)
②SDGｓ事業レポート



活動の目的
地下茎が侵⾷

⼈が寄り付かない
（⼿に負えない）

根が浅い

密集・急成⻑
⇩

在来の植物を枯らす

・生物多様性
・土砂崩れリスク低減
・小規模製造業拡大　

持続可能な里山への変
革
　



the  economic,  social  and
environmental.

bold and transformative steps
大胆かつ変革的な手段
no one will be left behind
誰一人取り残さない

経済、社会及び環境の三側面を調和させる

balance the three dimensions of
sustainable development: 

持続可能な開発の三側面、すなわち

「我々の世界を変革する 持続可能な開発のため
の2030アジェンダ」　[前文]より

当プロジェクトの方針
 アウトサイドインアプローチとパートナーシップ構築優先

サプライチェーンに必ず障がい者の就労

 明確な環境/社会課題の確認、および、解決のための経済活動



放置された竹やぶは拡散。拡散防止には伐る以外
に手立てなし。経済的仕組みが必要





経済・環境・社会の好循環



解決手法

⽔源保全

⼟砂崩れ対策

地域活性化

⽣物多様性保全

⽵を
⾷べる

使う



【手段】
持続可能な開発
３側面の調和

 
環境社会課題解決の為、
どのように経済として

取組めるか
 



資材としての持続可能な開発

⽵炭
・消臭除湿剤
・⽯鹸(スクラブ剤)

⽵粉 
・バイオマスプラスチック
→ノベルティ/食堂の食器類/
　容器包装パッケージ



竹粉バイオマスプラスチック
対象の方
 

◆SDGs対応に迫られているが、 何
をしたら良いかわからず お困りの

方
 

◆自社プロダクトへの環境対応・
サステナブル素材採用に ご興味の

ある方
 

◆プラスチックのノベルティ商品
(特に有乳品)を代替したい方

 
◆【コスト重視/海外産】ノベル テ
ィから【ストーリー性重視/国 内

産】の商品に転換したい方

◆Scope3のCO2排出量（特に輸入
の国内調達代替）に興味がある方

 

バイオマスプラスチックに関する取組み
は、環境省のサイトで紹介されます

https://plastic-circulation.env.go.jp/

↑
環境省のHPより　

https://plastic-circulation.env.go.jp/



共に環境社会課題を
解決する

【パートナーシップ】

[調達改善]による成果

①CO2削減（Scope3)
②SDGｓ事業レポート



①　CO2削減（Scope3)

環境省のサイトより

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files
/SC_syousai_all_20230301.pdf



11.5 13.1 13.3

15.1
15.4
15.8
15.a

災害による死者
数、被害者数、
直接的経済損失

を減らす

機構関連災害や 気候変動対策に関
自然災害に対す する教育、啓発、
る強靭性と適応 人的能力及び制度
能力を強化する 機能を改善する

陸域・内陸淡水生態系及びそのサービスの保
全・回復・持続可能な利用を確保する

生物多様性を含む産地生態系を保全する

外来種対策を導入し、生態系への影響を減らす

生物多様性と生態系の保全・利用の為に資金を
動員する

人材確保/ ブラン
ディングに有効

②-１　SDGｓ事業レポート(CSR)



②-2　SDG Compass準拠　調達レポート

本事業（プラスチック資源循環促進法
に照らしたバイオマスプラスチックの
調達）の「マテリアリティ」では以下

を選定しました。

【ゴール・ターゲット】
◆SDG 12.2「天然資源の持続可能な
管理及び効率的な利用を達成する」
◆SDG 12.6「企業に持続可能性に関
する情報を定期報告に盛り込むよう
奨励する」

【目標（KPI）】
　「組織が報告期間中に主要製品や
サービスの生産、梱包に使用した原
材料の重量または体積の統計」

SDG Compassに準拠して、SDGｓを企業報告に統合・実践する際に重要な事項の一つは、コア事業及びバリューチェーンにお
ける「マテリアリティ（優先課題）の分析と選定」です。「人と環境に対するリスクへの対処」「そのリスクに対する自社の
有益な製品・サービス・投資」について、詳しく検討する必要あります。



ご参考 



「⽵やぶ問題は社会全体で取組まないと解決しない！」との
考えで、共通の価値観[SDGs]を最⼤限に活⽤してきました。

https://epo-kyushu.jp/epo-topix/interview/2586-2021-11-16-07-54-39.htmlｈttps://www.bs-asahi.co.jp/tunagaruehon/lineup/prg_196/



より良い地球（Environment）よりよい社会（Society）を
将来世代に残すための企業経営（Governance）が ステーク
ホルダーに評価されるというESG市場は益々拡大する。

（1992年）

「 国 連 環 境 開 発 会
議 」  （ 地 球 サ ミ ッ
ト）

（1997年）

「国連環境特別総会」

（2002年）

「持続可能な開発に関す
る世界首脳会議」(ヨハ
ネ スブルグ・サミット)

（2012年）

（2015年）

「持続可能な開発のた
めの2030アジェンダ」

（2030年）

Z世代が社会の中心と
な る 時 代 。 バ ッ ク キ
ャ ストで長期戦略が
必要

国連持続可能な開発会
議 （「リオ＋20」）

▶「環境と開発に関する世界委員会」(ブルンラント委員会)の報告書「Our
Common Future」(1987年)で公表した概念
▶将来の世代の欲求を満たしつつ，現在の世代の欲求も満⾜させるような開発

持続可能な開発
とは？



下記サイトからのお
問合せ をお待ちし
ております！

www.sdgsbamboo.com

17.17
さまざまなパートナーシップの経験や資源戦略を基にした、効果的

な公的、官民、市民社会のパートナーシップを奨励・推進する。
 

環境社会課題をビジネスの好機に。 
難解な課題をパートナーシップで。


